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　兵庫県三木市生まれ、神戸女学院大学卒業。
1987年神戸文学賞受賞の『夢食い魚のブル－・グッドバイ』
（新潮社）で文壇デビュ－。
巨大商社・鈴木商店の女主人の一代記　『お家さん』では、
第25 回織田作之助賞を受賞。2014 年 神戸市文化賞受賞。
近著には、『ひこばえに咲く』（PHP 出版）、『虹、つどうべし』
（幻冬舎）、『ホップステップホーム！』（実業之日本社）、
『にっぽん聖地巡拝の旅』（大法輪閣）がある。

お家さんと鈴木商店
　　鈴木商店は、開港間もない神戸の地で、明治７年に洋糖業を開業。
日清戦争から日露戦争にかけて日本が経済発展を遂げる中、鈴木商店
も製造業を次々と立ち上げていく。
その鈴木商店を牽引していたのが、
「お家さん」こと鈴木よねである。
日本一の総合商社であった鈴木商店は
「幻の総合商社」と呼ばれており、
現在も鈴木商店を源流とする一流企業
が活躍している。




